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専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市税条例の一部を改正する条例）

【軽自動車税関係】
　・二輪の原動機付自転車に係る種別割の区分を次のように見直します。

改
　
正
　
前

区　　分 税　率
総排気量 50cc 以下又は定格出力 0.6kw 以下 2,000 円

総排気量 50cc 超 90cc 以下又は定格出力 0.6kw 超 0.8kw 以下 2,000 円

総排気量 90cc 超 125cc 以下又は定格出力 0.8kw 超 1.0kw 以下 2,400 円

改
　
正
　
後

区　　分 税　率
総排気量 50cc 以下又は定格出力 0.6kw 以下 2,000 円
総排気量 50cc 超 90cc 以下（新基準原付を除く。）又は定格出力 0.6kw
超 0.8kw 以下 2,000 円

【新基準原付】総排気量125cc 以下（最高出力4.0kw以下） 2,000円
総排気量 90cc 超 125cc 以下（新基準原付を除く。）又は定格出力 0.8kw
超 1.0kw 以下 2,400 円

・身体障害者が所有する軽自動車の減免申請に関し、マイナ免許証の運用が開
始されたことに伴い、運転免許証の提示義務に係る規定等を整備します。
施行期日　令和7年4月1日

議案第57号 条例
改正

専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市国民健康保健税条例の一部を改正する条例）

【課税限度額の引上げ】
　・基礎課税額　（改正前）65万円　⇒（改正後）66万円
　・後期高齢者支援金等課税額　（改正前）24万円　⇒（改正後）26万円
【軽減判定所得の見直し】
　〇国民健康保険税軽減判定所得の算出方法
軽減割合 改正前 改正後

5 割軽減
基礎控除43万円＋10万円×（給与所得者数-1）
＋29.5万円×（世帯に属する被扶養者数）

基礎控除43万円＋10万円×（給与所得者数-1）
＋30.5万円×（世帯に属する被扶養者数）

2 割軽減
基礎控除43万円＋10万円×（給与所得者数-1）
＋54.5万円×（世帯に属する被扶養者数）

基礎控除43万円＋10万円×（給与所得者数-1）
＋56万円×（世帯に属する被扶養者数）

　＊7割軽減は改正なし
施行期日　令和7年4月1日

議案第58号

常陸大宮市特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正により、国政選挙
の執行経費の算定に係る投票管理者等の報酬の基準額が改定されたことを受け、
これに準じた報酬額とするものです。
施行期日　公布の日から

議案第64号

すべて原案
どおり可決

Ｒ７年
第２回
定例会
会期

６月３日から
６月19日まで

専決処分
承認
２件

財産の
無償貸付
１件

市道路線
の認定
１件

市道路線
の変更
１件

Ｒ７年度
補正予算
１件

人事案件
１件

条例改正
１件
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財産の無償貸付けについて
議案第59号

市道路線の認定について
【路線名】11225号線（石沢地内）
【認定路線図】

議案第60号

市道路線の変更について
【路線名】30593号線（山方地内）
【認定路線図】

議案第61号

【事業概要】　
　官民連携により常陸大宮駅東口周辺の活性化を図るため、協定書を締結し、常陸大宮駅東口に飲食店
等のテナントを誘致し、中心市街地のにぎわいの維持及び向上を図ることを目的とするものです。

≪事業内容について≫（協定書の内容一部抜粋）
・事業用地の貸付期間は、30年とする。ただし、無償による貸付期間については、契約締結後10年ご

とに、近傍同種の家賃相場の変動や路線価の上昇その他社会経済情勢の変動等を勘案して見直すこ
とができるものとし、この場合における賃借料は両者の協議により定める。

・テナントビルは、３以上のテナントが入居できるものとし、その外観は周辺環境と調和したもので
なければならない。

≪事業用地≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈位置図〉　　　　　　　 　〈地番図〉
住　　所 地 目 地籍（㎡）

常陸大宮市南町 293 番 7 宅地 116.02
常陸大宮市南町 293 番 8 宅地 89.59
常陸大宮市南町 293 番 9 宅地 10.79
常陸大宮市南町 293 番 10 宅地 38.60
常陸大宮市南町 295 番 1 宅地 196.73

計 451.73

≪貸付先≫ 常陸大宮市中富町3101番地の60
　　　　　 株式会社住研企画
　　　　　 代表取締役　中野　穣二

　　　　　　　　　　　　　　　　  

対象地

常陽銀行

常陸大宮駅

変更路線図

起点

山方字上小池

830-1

変更前終点

山方字湯沢内河原

530-1

変更後終点

山方字下小池

1006-1

市道30593号線市道30593号線

起点
山上字上小池
830-1

変更前終点
山上字湯沢内河原

530-1

変更後終点
山上字下小池
1006-1

認定路線図

起点

石沢字梶内

1890-3

終点

石沢字梶内

1890-11

市道11225号線市道11225号線

起点
石沢字梶内
1890-3

終点
石沢字梶内
1890-11

295-1295-1

293-7293-7

293-8293-8
293-10293-10

293-9293-9

【提案理由】
　寄附受入れ
した道路につ
いて、新たに
路 線 を 認 定
し、公共の用
に供するもの
です。

【提案理由】
　山方地内築
堤 工 事 に 伴
い、市道を延
長するもので
す。
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討 論討 論
髙村　功　議員

　市も認めているように、この地は商業地とし
ての需要は低いとしている中で、その前提とな
るべき、商業地としての将来性はどうなのか、
そして新たな起爆剤となりうるのか。明確な展
望は示されていません。
　むろん、東口のにぎわい創出は必要ですし、
また㈱住研企画の新しい挑戦に異を唱えるもの
ではありません。しかし、30年という期間の
設定についても、明確な展望が示されていない
中では、今後、次世代へ負の遺産として先送り
されるのではないのか、そうした懸念は払しょ
くできません。以上申し述べまして、反対討論
といたします。

小河原　利一郎　議員
　常陸大宮駅周辺整備事業によるハード整備が
進む中、駅東口のにぎわいづくり取組において、
今回の提案は、まさに合致するものだと考えま
す。この機会を逃すことは、中心市街地におけ
るまちづくりや、市や市民の利益の損失につな
がることになります。業者の選定方法について
は、一般的公募型プロポーザルでは、これ以上
の提案を導きだすことは難しく、また、無償貸
付期間についても、10年ごとに見直しができ
る等の柔軟な対応となっています。
　市の財政負担等を含めて、市や市民の利益に
つながる、これ以上はない取組であると判断し、
賛成討論といたします。

反 対反 対
※討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

財産の無償貸付けについて議案第59号

採決の結果、賛成多数で可決されました。

賛 成賛 成

議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第57号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市税条例の一部を改正する条例） － 承認

議案第58号 専決処分の承認を求めることについて
（常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） － 承認

議案第59号 財産の無償貸付けについて 経済建設 可決

議案第60号 市道路線の認定について（11225号線） 経済建設 可決

議案第61号 市道路線の変更について（30593号線） 経済建設 可決

議案第62号 令和７年度常陸大宮市一般会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第63号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（樫村　英子　氏） － 同意

議案第64号 常陸大宮市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 総務 可決

令和７年第２回定例会議決一覧

○：賛成　　●：反対 ※『－』：議長は採決に加わりません。

◆賛否の分かれた議案等

議案番号 議　　案　　名 議決
結果

議　　　　　　員　　　　　　名

森
田
　
　
健

内
海
雄
一
郎

小
河
原
利
一
郎

三
次
　
雅
子

髙
村
　
　
功

小
原
　
明
彦

岡
﨑
　
欣
也

三
次
　
弘
史

冨
山
　
和
男

大
貫
　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川
　
美
保

武
石
　
寿
長

髙
村
　
和
郎

淀
川
　
茂
樹

掛
札
　
行
雄

秋
山
　
信
夫

議案第58号
専決処分の承認について

（常陸大宮市国民健康保険税条例の一
 部を改正する条例）

可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ 欠 － ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第59号 財産の無償貸付けについて 可決 ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ 欠 － ◯ ◯ ● ◯ ● ◯ ◯
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常任委員会審査 pick uppick up

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
掛
札
　
行
雄
　
○
𠮷
川
　
美
保

　
髙
村
　
和
郎
　
　
大
貫
　
道
夫

　
　
　
　
　
　
※
冨
山
委
員
欠
席

常陸大宮市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例

議案第64号

　国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正により、国政選
挙の執行経費の算定に係る投票管理者等の報酬の基準額が改定されたことを
受け、これに準じた報酬額とするため、委員会で審査しました。

総　　務

Ｑ　公募型プロポーザルにより事業者を選定しなかった理由は
Ａ　中心市街地のにぎわいを図るため、常陸大宮駅東口入口の市有地にテナン
ト施設の誘致を計画したが、その立地条件等から当該土地については商業地
としての優位性は低いと認識しており、一定期間を定め、諸条件を事前に提
示して公募する従来型の方法による誘致は難しいと判断しました。こうした
ことから、市内を中心に活動し、テナント運営など類似の実績を有する市内
３事業者に声かけをして、対話により事業提案を求める方式を採用しました。
結果として、１者のみが手を挙げる結果となったが、約８か月間の対話を重ねることで、今
回の提案に係る合意に至っており、従来のやり方とは異なる発想で行ったことが結果につな
がったと考えています。
Ｑ　駐車場整備については
Ａ　当該用地の北側部分については、駐車場用地として計画しており、㈱住研企画が整備する
予定となっています。ただし、駐車可能台数は 6台程度と少ないことから、その他道路改良
工事に伴い生じる余剰地の活用や、常陽銀行大宮支店駐車場の共用化を依頼するなど、現在
関係者と協議・調整を行っています。
Ｑ　商業施設が３階建てとなることになった経緯は
Ａ　市としては、限られた用地の有効活用を図るため、複数店舗が出店できるテナント施設の
建設を要望しました。こうした中、できるだけ多くのテナントを誘致することで、中心市街
地におけるにぎわいづくりのお手伝いをしたいという㈱住研企画の想いから、３階建ての商
業施設建設の提案となりました。

経済建設

６月19日　総 務 常 任 委 員 会

６月17日　 経 済 建 設 常 任 委 員 会

財産の無償貸付けについて
議案第59号

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
三
次
　
弘
史
　
○
小
河
原
利
一
郎

　
武
石
　
寿
長
　
　
岡
﨑
　
欣
也

　
三
次
　
雅
子
　
　
内
海
雄
一
郎
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令和７年度補正予算

Ｑ　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の定額減税一体的支援給付
金対象者とは具体的にどのような方が対象になるのか
Ａ　令和 6年度分所得税の定額減税額の確定に伴い、令和 6年度に実施
した調整給付額に不足がある方等です。

Ｑ　コミュニティ助成事業助成金の申請内容は
Ａ　小倉区の祇園祭等のお囃子で使用する太鼓の
購入で長胴太鼓２基、太鼓１基、小太鼓１基の
計４基を購入するものです。その他、ドラゴン
バンブー竹あかりワークショプを実施するた
め、辰ノ口さくら祭り実行委員会へ交付するも
のです。

Ｑ　医師委託料に関して、新型コロナワクチンの
接種対象者数の15％を見込んだ理由は
Ａ　近年の感染状況や症状の重症化等を考慮し、
令和６年度の接種者数の実績よりやや少ない人
数を見込んでいます。

予算決算
６月6日　 予 算 決 算 常 任 委 員 会

令和７年度常陸大宮市一般会計補正予算（第２号）
議案第62号

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
小
森
敬
太
郎
　
○
三
次
　
弘
史
　

　
秋
山
　
信
夫
　
　
掛
札
　
行
雄
　
　
淀
川
　
茂
樹
　
　
髙
村
　
和
郎
　
　
武
石
　
寿
長

　
𠮷
川
　
美
保
　
　
岡
﨑
　
欣
也
　
　
小
原
　
明
彦
　
　
髙
村
　
　
功
　
　
三
次
　
雅
子

　
小
河
原
利
一
郎
　
　
内
海
雄
一
郎
　
　
森
田
　
　
健
　
　
　
　
　
　
　
※
冨
山
委
員
欠
席

会計名 補正額

一般会計（第２号） ２億５８６万３千円

●総務費 ５９９万８千円 （うち、コミュニティ助成事業助成金　440 万円）
●民生費 １億６, ６０５万６千円 （うち、定額減税一体的支援給付金　1 億 5,284 万円）
●衛生費 １, ４０４万４千円 （うち、新型コロナウイルスワクチン予防接種委託料

 1,264 万 4 千円）
●土木費 １, ２００万円 大規模下水道管路特別重点調査等委託料

主な内容

ドラゴンバンブー竹あかり
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一般質問一般質問
市政市政 をを問問 うう

　定例議会において、各

議員が住民の代表とし

て、市の行政全般にわた

り市当局の考え方や疑問

をただすことです。

　単に疑問をはらし、事

実関係を明らかにするだ

けでなく、現行政策の見

直し、新規政策を提言す

る議員の重要な活動で

す。

一般質問とは…今回６人の議員が登壇し、今回６人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。さまざまな視点から市政を問いました。

内 海 雄 一 郎内 海 雄 一 郎   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ8Ｐ8

　　◇　　◇子育て世帯向け住宅「グランデ・ファミーユ1st.stage」について子育て世帯向け住宅「グランデ・ファミーユ1st.stage」について
　　　　◇防犯対策について◇防犯対策について

小 原 　 明 彦小 原 　 明 彦   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ9Ｐ9

　　◇常陸大宮市公共施設について　　◇常陸大宮市公共施設について
　　◇学校教育行政について　　◇学校教育行政について
　　　　◇駅周辺整備事業に関わる国県道整備について◇駅周辺整備事業に関わる国県道整備について

髙 村 　 和 郎髙 村 　 和 郎   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ10Ｐ10

　　◇高齢者等のごみ出し支援について　　◇高齢者等のごみ出し支援について
　　　　◇農業の現状と今後について◇農業の現状と今後について

𠮷 川 　 美 保𠮷 川 　 美 保   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ11Ｐ11

　　◇常陸大宮駅周辺整備事業について　　◇常陸大宮駅周辺整備事業について
　　◇市が目指す観光振興について　　◇市が目指す観光振興について
　　　　◇保健福祉事業について◇保健福祉事業について

髙 村 　 　 功髙 村 　 　 功   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ12Ｐ12

　　◇地区集会所施設の管理について　　◇地区集会所施設の管理について
　　　　◇低所得者の高齢者世帯へのエアコン助成について◇低所得者の高齢者世帯へのエアコン助成について

森 田 　 　 健森 田 　 　 健   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ13Ｐ13

　　◇令和の米騒動と本市の農業政策について　　◇令和の米騒動と本市の農業政策について
　　◇高齢者のフレイル予防とシルバーリハビリ体操について　　◇高齢者のフレイル予防とシルバーリハビリ体操について
　　　　◇市内小中学校の統廃合について◇市内小中学校の統廃合について

◇一般質問の掲載
記事は、発言議員
本人からの寄稿
によるものです。
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一 般 質 問

　
　

令
和
7
年
4
月
上
旬

の
深
夜
、
市
内
に
お
い
て

住
居
へ
の
不
法
侵
入
が
あ
り
ま

し
た
。
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
が
作

動
し
て
何
も
取
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
事
件
は
、
一
般
に
知

ら
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
住
ま

い
近
く
で
事
件
を
知
ら
ず
に
生

活
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
怖

い
こ
と
で
す
。
空
き
巣
や
強
盗

な
ど
の
犯
罪
状
況
は
。

　

大
宮
警
察
署
に
よ
り
ま
す
と
、

令
和
6
年
は
、強
盗
1
件
、侵
入
・

窃
盗
が
20
件
で
す
。

　
　
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
今
後
の
対
策
は
。

　

自
ら
の
安
全
を
守
る
意
識
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
市
民
一
人

一
人
が
防
犯
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
市
と
し
て
も

警
察
と
連
携
し
、
犯
罪
の
抑
止

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
本
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

助
成
に
つ
い
て
は

　

補
助
に
つ
い
て
は
現
在
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
防
犯
に
対
す
る

補
助
金
が
必
要
か
県
内
の
状
況

を
見
な
が
ら
調
査
研
究
を
し
て

い
き
ま
す
。

　　
　
現
在
の
進
捗
状
況
、
今

後
の
工
程
は
。

　　　　
令
和
6
年
度
に
造
成
工
事
と

上
下
水
道
工
事
が
完
成
、
第
1

期
8
戸
の
募
集
を
令
和
7
年
3

月
か
ら
5
月
に
行
い
、
住
宅
建

設
工
事
を
6
月
に
発
注
、
年
内

完
成
を
目
標
、
令
和
8
年
3
月

中
の
入
居
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　　
　

第
1
期
工
事
と
第
2

期
工
事
、
工
事
期
間
が
別

で
あ
る
が
除
草
な
ど
の
管
理
は
。

　　
第
1
期
工
事
箇
所
は
早
々
に

工
事
着
手
予
定
で
工
事
の
中
で

対
応
、
第
2
期
募
集
区
画
等
は

令
和
8
年
度
以
降
の
着
工
と
な

る
の
で
、
委
託
ま
た
は
直
営
作

業
に
て
維
持
管
理
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
「
グ
ラ
ン
デ
・
フ
ァ
ミ

ー
ユ
」
は
街
並
み
を
造
る

機
会
。
少
し
の
ル
ー
ル
を
設
け

る
こ
と
で
、
魅
せ
る
、
趣
あ
る

建
物
を
造
り
、
認
知
度
、
注
目

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
住
宅
建
設
に
関
わ
る
本
市

の
手
厚
い
補
助
制
度
に
も
少
し

の
ル
ー
ル
を
付
け
加
え
る
こ
と

で
趣
あ
る
建
物
が
増
え
、
街
全

体
に
広
が
り
ま
す
。
市
と
地
元

企
業
が
連
携
し
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が

移
住
・
定
住
対
策
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。「
グ
ラ
ン
デ
・

フ
ァ
ミ
ー
ユ
」
完
成
後
の
子
育

て
世
帯
向
け
住
宅
な
ど
の
計
画

は
。

　

財
源
確
保
に
努
め
つ
つ
、
今

回
の
実
施
状
況
を
見
極
め
第
⑵

弾
の
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
の

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

※
「
グ
ラ
ン
デ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ

1
ｓ
ｔ　

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
」
を
以

下
、「
グ
ラ
ン
デ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」

と
省
略

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

犯罪から身を守る
ための対策は

市民生活部長／
自らの安全は
自ら守る意識が重要

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問答答問問

答答

問問問問 答答答答

問問答答

子育て世帯向け住宅
「グランデ・ファミーユ 
1ｓｔ・ｓｔａｇｅ」の
申込状況は

建設部長／説明会に16組、
申込は15件

内海 雄一郎
議員

・
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て

・
観
光
振
興
に
つ
い
て

その他の質問

※

子育て世帯向け住宅
「グランデ・ファミーユ１st.stage」
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一 般 質 問

家
庭
生
活
の
変
化
や
親
子
の
関

わ
り
方
が
要
因
と
な
る
ケ
ー
ス

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
実
態
に
応
じ
た
、
き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
い
、
学
校
が

安
全
安
心
な
場
所
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
引
き
続
き
不
登
校
支

援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
小
学
校
を
目
の
前
に
し

て
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
が
必
須
な
通
学
路
で
あ
り
、

ま
た
民
家
や
店
舗
が
隣
接
す
る

地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
の
影
響
も
大
き
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
国
道

２
９
３
号
の
上
町
交
差
点
か
ら

大
宮
小
学
校
前
の
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
入
り
口
交
差
点
ま
で
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
今
後
用
地
取
得
を
順
次
進
め

て
い
く
予
定
と
伺
っ
て
お
り
、

常
陸
大
宮
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
や
渋
滞
解
消
だ
け
で
な
く
魅

力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
と
し

て
常
陸
大
宮
土
木
事
務
所
に
早

期
の
事
業
完
了
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

※
６
月
病

　

５
月
病
と
同
様
の
適
応
障
害

が
慢
性
化
す
る
も
の
で
、
う
つ

病
の
入
り
口
と
さ
れ
て
い
る
。

　　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ひ
た

ま
る
25
で
利
活
用
さ
れ
て

い
る
、
小
野
地
域
の
旧
大
場
小

学
校
の
体
育
館
屋
根
に
つ
い
て

は
劣
化
が
進
み
「
地
域
の
衰
退

を
象
徴
す
る
の
で
は
」
と
の
懸

念
の
声
も
聞
き
ま
す
が
、
長
寿

命
化
も
踏
ま
え
た
今
後
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　　　　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は

利
用
実
態
や
他
の
代
替
施
設
と

い
っ
た
要
素
を
含
め
な
が
ら
修

繕
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
い
じ
め
問
題
は
、
そ
の

場
で
は
解
決
さ
れ
た
と
し

て
も
心
に
一
生
の
傷
が
残
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
事
態
を
決
し
て
招
く
こ
と

の
な
い
よ
う
切
に
願
う
と
こ
ろ

で
す
が
、
い
じ
め
問
題
の
現
状
、

実
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

い
じ
め
の
発
生
件
数
は
、
令

和
６
年
度
小
学
校
で
は
２
１
３

件
、
中
学
校
で
は
74
件
で
、
発

見
の
き
っ
か
け
は
教
職
員
が
発

見
し
た
も
の
が
全
体
の
45
％
、

本
人
や
保
護
者
か
ら
の
訴
え
に

よ
る
も
の
が
55
％
で
、
そ
の
う

ち
７
割
が
解
消
さ
れ
た
状
況
で

す
。
今
後
と
も
発
生
す
る
事
案

に
対
し
、
き
め
細
や
か
な
対
応

と
早
期
解
決
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

文
部
科
学
省
に
よ
り

ま
す
と
、
不
登
校
増
加

の
背
景
に
※
６
月
病
の
存
在
が

挙
げ
ら
れ
、
子
ど
も
の
わ
ず
か

な
異
変
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要

だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
登
校
の
低
年
齢
化
も
教

育
現
場
の
諸
問
題
の
一
つ
で
あ

り
、
本
市
に
お
け
る
不
登
校
の

現
状
、実
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

不
登
校
の
現
状
は
、
令
和
６

年
度
小
学
校
で
31
名
、
中
学
校

で
は
34
名
で
し
た
。
近
年
で
は

小原　明彦
議員

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長
／

早
期
の
事
業
完
了
を

求
め
て
い
き
ま
す

駅
周
辺
整
備
事
業
に

関
わ
る
国
県
道
整
備

に
つ
い
て
は※録画配信をご覧

　いただけます。

問問答答

問問

答答問問答答

問問

答答

学校教育行政に
ついては

常陸大宮市公共
施設については

教育部長／修繕等について
検討していきます

教育部長／
きめ細やかな取り組みを
行っていきます さび劣化が進む旧大場小学校体育館の屋根
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一 般 質 問

る
事
業
に
転
換
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
日

常
の
ご
み
収
集
事
業
で
出
来
る

こ
と
は
、
集
積
所
の
移
動
や
増

設
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
指
定

日
以
外
の
搬
出
を
認
め
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
地
域
セ
ン

タ
ー
な
ど
市
が
直
接
管
理
し
て

い
る
集
積
所
の
利
用
が
出
来
る

か
検
討
し
ま
す
。

　
　
農
地
の
賃
貸
は
原
則
的

に
農
地
バ
ン
ク
経
由
に
一

本
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
水
利
の

面
や
１
区
画
が
小
さ
い
な
ど
立

地
上
の
課
題
の
あ
る
水
田
が
放

置
さ
れ
た
ま
ま
で
は
耕
作
放
棄

地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今

後
の
対
応
は
。

　

小
区
画
や
用
水
不
足
な
ど
水

田
と
し
て
利
用
不
便
な
も
の
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、「
基
盤
整

備
事
業
」
等
を
活
用
し
て
、
環

境
整
備
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
水
田
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
農

用
地
と
し
て
の
利
用
が
継
続
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　　
　

こ
の
事
業
は
令
和
２

年
12
月
か
ら
、
運
用
を
始

め
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
地

域
別
状
況
は
。

　　　
令
和
６
年
度
は
新
規
利
用
者

が
大
宮
・
11
名
、
山
方
・
８
名
、

美
和
・
１
名
、
緒
川
・
御
前
山

が
各
４
名
の
28
名
。
終
了
し
た

方
が
５
名
。
利
用
総
数
は
97
名

で
、
毎
年
10
名
程
度
の
利
用
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
　
常
陸
大
宮
市
ふ
れ
あ
い

収
集
事
業
実
施
要
項
に
よ

り
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
５

年
余
が
経
過
し
、
高
齢
者
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

見
直
し
、
利
用
対
象
者
の
範
囲

を
拡
大
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
見
解
は
。

　

こ
の
事
業
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
高
齢
者
等
の
ご

み
出
し
を
補
完
す
る
こ
と
が
主

な
目
的
の
た
め
、
対
象
条
件
の

拡
大
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　
　
ご
み
集
積
所
ま
で
の
搬

出
が
難
し
い
高
齢
者
世
帯

へ
の
対
応
が
こ
れ
で
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
高
齢
者
福
祉
の
一

環
と
捉
え
、
関
係
部
署
と
連
携

し
て
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
。

　
並
行
し
て
、
集
積
所
を
高
齢

者
世
帯
に
配
慮
し
た
場
所
に
移

動
す
る
、
親
族
の
協
力
を
求
め

や
す
く
す
る
た
め
、
指
定
日
以

外
の
排
出
を
認
め
る
な
ど
、
日

常
の
ご
み
収
集
事
業
の
中
で
何

ら
か
の
工
夫
が
必
要
で
す
。
見

解
は
。

　

市
内
の
高
齢
化
を
見
据
え
る

と
、
親
族
、
近
隣
在
住
者
等
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
は
少
な
く
な
い
と
感
じ
ま
す

の
で
、
幅
広
い
方
が
利
用
で
き

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

産
業
観
光
部
長

高齢者等世帯ごみ
出し支援事業は

稲作を守る
水田政策は

市民生活部長／毎年10名
程度の利用増

産業観光部長／環境整備
による利便性向上

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問

問問

答答

問問

答答

答答

髙村　和郎
議員

・
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
実
証
運

行
事
業
に
つ
い
て

その他の質問

市
民
生
活
部
長
／
対
象

条
件
の
拡
大
は
難
し
い

実
施
要
項
の
見
直
し
は

高齢者世帯への対応
がこれでいいのか

市民生活部長／
広い方が利用できる
事業に転換が必要

常陸大宮市ふれあい収集事業
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一 般 質 問

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
マ

ホ
に
専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
相
手
の
声
が

文
字
表
示
さ
れ
通
話
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
認
知
度
の
向
上

が
課
題
で
す
。
周
知
を
。

　

難
聴
や
中
度
失
聴
な
ど
で
、

自
分
の
声
で
話
せ
る
が
、
相
手

の
声
が
聞
こ
え
に
く
い
方
を
主

な
利
用
者
と
し
、
自
分
の
声
で

要
件
を
相
手
先
に
伝
え
、
相
手

先
の
声
を
文
字
と
し
て
読
む
こ

と
が
可
能
で
す
。
市
と
し
て
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
チ
ラ
シ

設
置
な
ど
で
本
サ
ー
ビ
ス
の
周

知
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

※
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
「
ヨ

メ
テ
ル
」

　

通
話
相
手
の
声
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
画
面
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
文
字
表
示
す
る
も
の
で
、

総
務
相
に
指
定
さ
れ
た
「
日
本

財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」

が
本
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。

　　
　
第
１
期
計
画(

令
和
３

年
度
～
令
和
８
年
度)

の

現
時
点
で
の
進
捗
率
は
。

　　　　
速
報
値
で
す
が
、
国
庫
補
助

金
ベ
ー
ス
で
説
明
し
ま
す
と
、

交
付
対
象
事
業
に
お
け
る
交
付

限
度
額
32
億
１
３
０
０
万
円
に

対
し
て
、
国
費
収
入
済
額
は

13
億
５
４
５
６
万
９
千
円
で
進

捗
率
は
約
42
％
で
す
。

　
　
常
陸
大
宮
駅
西
交
流
拠

点
整
備
事
業
費
が
、
当
初

事
業
費
か
ら
増
大
に
な
る
こ
と

の
市
民
へ
の
説
明
は
。

　

現
在
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
実
施
設
計
に
よ
る
常
陸

大
宮
駅
西
交
流
拠
点
の
イ
メ
ー

ジ
図
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本

会
議
終
了
後
に
概
算
事
業
費
等

を
掲
載
し
て
、
市
民
の
皆
様
へ

お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備

事
業
の
取
り
掛
か
り
は
、

平
成
21
年
度
の
常
陸
大
宮
駅
改

修
及
び
駅
前
広
場
交
通
混
雑
緩

和
対
策
を
検
討
す
る
調
査
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
の
検
討
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
第
１
期
計
画
に

入
っ
て
い
た
駅
前
広
場
等
の
工

事
は
令
和
９
年
度
以
降
に
な
る

予
定
で
す
。
過
去
か
ら
の
狭
い

駅
前
広
場
や
路
上
駐
車
の
解
消

時
期
が
先
延
ば
し
に
な
る
事
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

駅
利
用
者
や
送
迎
の
方
に
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
期
間
が
短

く
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
が
、

工
事
完
了
ま
で
の
間
、
仮
設
ロ

ー
タ
リ
ー
等
で
の
ご
利
用
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
か
わ
プ
ラ
ザ
と
の
連
携
、

宿
泊
し
て
翌
日
も
ほ
か
の

場
所
と
の
組
み
合
わ
せ
を
す
る

な
ど
、
竹
と
桜
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
に
つ
い
て
は
。

　

今
年
度
は
、
か
わ
プ
ラ
ザ
と

連
携
し
て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
や
運
営
時
間
の
延
長
に
よ
り
、

食
事
や
お
土
産
を
購
入
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
検
討
中
で
す
。

ド
ラ
ゴ
ン
バ
ン
ブ
ー
の
継
続
は

も
と
よ
り
、
今
後
も
効
果
的
に

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
観
光
の
柱
の
一
つ
に
育
て

吉川　美保
議員

建
設
部
長

竹と桜のアートプロ
ジェクトの今後は

常陸大宮駅周辺整備事
業第１期の進捗状況は

建設部長／約42％です

産業観光部長／本市観光の
柱として育てていきたい

建
設
部
長

建
設
部
長

産
業
観
光
部
長

保
健
福
祉
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問問問 答答答答

問問答答

問問答答

・
生
活
系
ご
み
に
つ
い
て

その他の質問

保
健
福
祉
部
長
／
本
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
を
図
り
た
い

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

「
ヨ
メ
テ
ル
」の
周
知
を

※

「ヨメテル」通話の仕組み 
（日本財団電話リレーサービスより）
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一 般 質 問

　
　
こ
れ
か
ら
夏
の
暑
さ
が

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
。

懸
念
さ
れ
る
の
が
、
低
所
得
者

や
高
齢
者
世
帯
。
エ
ア
コ
ン
の

設
置
状
況
を
調
査
す
べ
き
と
思

う
が
。

　

熱
中
症
の
予
防
対
策
と
し
て
、

広
報
等
で
周
知
を
行
う
ほ
か
、

防
災
無
線
に
よ
り
注
意
を
促
す
、

ま
た
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に

お
い
て
適
正
な
使
用
や
、
こ
ま

め
な
水
分
・
塩
分
補
給
等
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階

及
び
今
後
も
、
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
前
段
の
対
策
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　
具
体
的
な
使
用
状
況
も

把
握
す
べ
き
で
は
。

　

使
用
状
況
に
つ
き
ま
し
て
も

把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
各
世

帯
に
お
け
る
使
用
状
況
は
様
々

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
物
価
高
騰
の
中
に
あ
っ

て
、
設
置
し
て
あ
っ
て

も
使
用
を
控
え
る
現
実
が
あ
る
。

電
気
料
金
の
助
成
に
つ
い
て
は
。

　

こ
こ
数
年
実
施
し
て
い
る
非

課
税
世
帯
対
象
の
物
価
高
騰
緊

急
支
援
給
付
金
の
ほ
か
、
７
月

か
ら
３
か
月
間
、
助
成
さ
れ
る

と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。
国
策

と
し
て
支
援
さ
れ
て
い
る
、
ま

た
は
、
そ
の
予
定
ど
お
り
で
あ

り
、
市
独
自
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

　　
地
区
集
会
所
の
方
向
性

と
し
て
、
地
元
区
が
維
持

管
理
を
す
る
と
し
て
い
る
が
。

　　　
今
後
、
公
設
の
地
区
集
会
施

設
を
無
償
譲
渡
、
ま
た
は
無
償

貸
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合

の
維
持
管
理
費
は
、
電
気
、
水
道
、

ガ
ス
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

者
と
契
約
し
支
払
う
ほ
か
、
消

耗
品
や
修
繕
料
、
く
み
取
り
手

数
料
な
ど
も
施
設
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
区
や
班
が
、
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　
地
元
で
負
担
す
る
も
ろ

も
ろ
の
維
持
費
が
、
地
域

活
性
化
支
援
交
付
金
を
上
回
る

ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
が
。

　

区
、
班
管
理
の
地
区
集
会
所

施
設
は
、
地
域
活
性
化
支
援
交

付
金
や
地
区
集
会
所
施
設
等
整

備
事
業
補
助
金
に
よ
る
支
援
は

あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
区

費
な
ど
に
よ
っ
て
管
理
を
し
て

い
ま
す
。
公
設
の
地
区
集
会
施

設
を
無
償
譲
渡
、
無
償
貸
付
に

よ
り
受
け
た
場
合
は
、
こ
れ
と

同
様
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す

が
、
地
元
区
の
負
担
が
多
大
に

な
ら
な
い
よ
う
、
調
整
を
し
て

い
ま
す
。

　
　
将
来
的
に
、
急
速
な
人

口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る

戸
数
の
減
少
が
続
け
ば
、
周
辺

地
域
は
、
区
費
の
徴
収
も
、
維

持
管
理
も
困
難
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
が
。

　

区
や
班
が
管
理
す
る
地
区
集

会
所
施
設
に
交
付
し
て
き
た
施

設
割
交
付
金
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
は
、
建
物
の
面
積
に
応
じ

て
見
直
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
区
が
支
払
う
費
用
の
一

部
を
市
が
支
援
し
て
き
た
経
過

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
区
は
、

施
設
割
交
付
金
を
超
え
た
部

分
を
負
担
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

今
後
は
、
同
じ
ル
ー
ル
に
な
り

ま
す
の
で
、
区
の
負
担
は
一
定

程
度
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

地区集会施設の
今後の方向性は

地域創生部長／区や班
が判断していきます

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問答答問問

答答

問問問問 答答答答

問問答答

髙村　　功
議員

・
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
証

運
行
に
つ
い
て

・
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て

その他の質問

保
健
福
祉
部
長
／
国
策
と
し
て

支
援
さ
れ
る
も
の
で
、

市
独
自
よ
る
も
の
で
は
な
い

電
気
料
金
の
助
成
に

つ
い
て
は

地区集会施設
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一 般 質 問

　
　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
は
茨
城
県
が
発
祥
の
フ

レ
イ
ル
予
防
体
操
で
、
講
習
を

受
け
た
住
民
が
指
導
士
と
な
っ

て
住
民
が
住
民
を
指
導
す
る
共

助
の
仕
組
み
を
確
立
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導

士
会
に
対
す
る
支
援
の
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
の
施
設
利
用
料

減
免
、
県
主
催
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
会
の
会
場
提
供
や
各
種
資
料

の
準
備
等
、
今
後
も
指
導
士
会

と
連
携
し
支
援
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
将
来
的
な
市
内
小
中
学

校
の
統
廃
合
を
見
据
え
、

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
方
々

等
と
の
意
見
交
換
、
さ
ら
に
は

区
長
や
学
識
経
験
者
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
審
議
会
の
設
置
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
感
で
実
施
さ
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

本
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
地

域
の
方
々
等
の
ご
意
見
を
丁
寧

に
お
聴
き
し
、
将
来
的
な
学
校

の
適
正
配
置
の
参
考
と
し
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
義
務
教
育
施
設
適

正
配
置
審
議
会
の
設
置
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　　
　
令
和
の
米
騒
動
の
根
底

に
は
、
政
府
が
長
年
進
め

て
き
た
減
反
政
策
の
失
敗
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
米
の
生
産
調
整
が
現
在
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

　　　
茨
城
県
再
生
協
議
会
か
ら
示

さ
れ
た
生
産
数
量
目
標
に
相
当

す
る
数
値
を
基
に
、
生
産
者
ご

と
に
生
産
面
積
の
目
安
を
提
示

し
て
い
ま
す
。

　
　
野
口
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
た
御
前
山
ビ
レ
ッ
ジ
を

運
営
す
る
水
戸
市
の
「
ま
ち
グ

ル
ー
プ
・
株
式
会
社
要
建
設
」

等
、
法
人
に
よ
る
大
規
模
な
農

業
を
実
施
し
て
い
る
事
例
の
概

要
、
さ
ら
に
は
耕
作
放
棄
地
解

消
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

　

市
内
の
認
定
農
業
者
は
現
在

23
法
人
あ
り
、
こ
の
う
ち
５
ha

以
上
耕
作
し
て
い
る
10
法
人
は

耕
作
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
農
家
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、

要
建
設
の
御
前
山
地
区
に
お
け

る
そ
ば
栽
培
、
瑞
穂
農
場
の
御

前
山
地
区
に
お
け
る
飼
料
作
物

の
生
産
が
あ
り
ま
す
。

　
　
本
市
と
し
て
農
家
を
ど

の
よ
う
に
支
え
て
い
く
か

を
考
え
る
と
、
常
陸
大
宮
市
農

業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
よ
う
に
農
業

の
担
い
手
に
対
し
相
談
か
ら
就

農
ま
で
を
き
め
細
や
か
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
が
市
町

村
の
役
割
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
本
市
の
農
業
政
策
全
般

の
展
望
を
市
長
に
伺
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
の
受
益
地
と
い

っ
た
優
良
農
地
の
保
全
管
理
を

第
一
に
考
え
、
例
え
ば
「
基
盤

整
備
事
業
」
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
一

方
で
、
耕
作
条
件
の
良
く
な
い

谷
津
田
等
に
つ
い
て
は
、
主
に

都
市
住
民
が
米
作
り
を
援
農
し

収
穫
し
た
米
を
お
礼
と
し
て
も

ら
う
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
に
す

る
等
、
新
た
な
可
能
性
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
農
産
物
に
対
す
る
正
当

な
価
格
形
成
と
国
に
よ
る
追
加

的
な
補
填
（
直
接
支
払
い
）
で
、

つ
く
る
側
、
加
工
す
る
側
、
流

通
を
担
う
側
、
消
費
す
る
側
、

全
て
が
持
続
で
き
る
社
会
シ
ス

テ
ム
を
国
と
し
て
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

森田　　健
議員

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

市
長

教
育
長

保
健
福
祉
部
長

市
長
／
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
す
る
等
、
新
た
な
可
能
性

を
検
討

令
和
の
米
騒
動
と
本
市

の
農
業
政
策
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長
／
指
導
士

会
と
連
携
し
支
援
を
継
続

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
と 

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
に
つ
い
て

教
育
長
／
義
務
教
育
施
設
適

正
配
置
審
議
会
設
置
を
検
討

市
内
小
中
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問問問 答答

答答

問問答答

問問答答

・
東
野
地
区
及
び
八
田
地
区
の

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

その他の質問

田園風景を望む
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活動報告に関する主な質疑応答

意見交換会を開催しました

( 山方会場 )　Ｑ　ゴミ出しが困難なお年寄りがいる。どのような対策があるのか。
Ａ　「ふれあい収集事業」という制度があるが、対象者が限定されています。高齢者のゴミ出し支
援について、総務常任委員会において今よりも前進出来るよう調査研究していきます。

( 美和会場 )　Ｑ　子育て世帯向け住宅「グランデ・ファミーユ１st.stage」（第 1期）への申請件数は、どの
くらいあったのか。

Ａ　募集戸数 8戸に対して、10件の申込みがありました。（5/13 時点）
( 緒川会場 )　Ｑ　上小瀬地区の児童がスクールバスを利用できるよう、検討してほしい。

Ａ　文教福祉常任委員会において、現状を把握するため、調査していきます。
( 御前山会場 )　Ｑ　四季彩館が、休廃止されるようだが、御前山地域の住民にとって健康増進施設であり、住民

の憩いの場でもあるので、施設を継続してほしい。
Ａ　施設の継続については、経済建設常任委員会において調査していきます。

( 大宮会場 )　Ｑ　現在の常陸大宮駅の歩道橋は、高齢者の方が使用するには、負担が大きい。新しい駅舎のエ
レベーターや自由通路が完成するのはいつ頃になるのか。

Ａ　自由通路の整備については、令和 7年度に完成予定です。現在ある歩道橋については、自由
通路が完成した後、撤去する予定です。

山 方 会 場 美 和 会 場

緒 川 会 場

大 宮 会 場

御前山会場

≪ グ ル ー プ に 分 か れ て の 意 見 交 換 会 ≫

（質疑があった内容どおりに掲載しています。）
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令和７年　議会報告会・

各常任委員会における活動報告

　５月13・20日、市内５会場において議会報告会を開催し、各常任委員会における活動報告、グループに分
かれて意見交換を行いました。
　今年は、77名の方にご参加いただき、様々なご意見を伺うことができました。
　いただいたご意見・ご要望をもとに政策課題を見つけ、課題解決に向けて調査研究に取り組んでいきます。

　各常任委員会で取組について、委員より活動報告を行いました。

（1）総務常任委員会
　　・ごみの出し方について
　　・太陽光発電設備への対応について
　　・地域おこし協力隊について
（2）文教福祉常任委員会
　　・教育環境について
　　・地域医療の充実について

（3）経済建設常任委員会
　　・常陸大宮駅周辺整備事業について
　　・子育て世帯向け住宅整備事業について
　　・道の駅常陸大宮グラウンドゴルフ場整備　　
　　　事業について

５/13（火）午前 10時　山方会場 22人 ５/13（火）午前 10時　美和会場８人

５/13（火）午後２時　緒川会場９人

５/20（火）午後２時　大宮会場 28人

５/13（火）午後２時　御前山会場 10人

議会広報第83号15



市民のみなさまからいただいた意見・要望等を掲載させていただ
きます。貴重なご意見ありがとうございました。

 〈総務常任委員会所管に関する内容〉
・太陽光発電設備が至るところに設置されることを心配しており、規制を強化できるか。
　また、道路や民地への土砂流出の事案も発生しているので、特に、条例制定前に設置した
業者への指導を強化してほしい。
・ゴミ集積所に勝手に捨てられた収集されない粗大ゴミを処分について、対応を求めるとと
もに、処分の仕方を周知してほしい。
・市は、７月・10月にクリーン作戦を実施しているが、その時期は雑草などが繁茂し、ゴ
ミを拾うことが困難であるため、３月・４月の実施に変更することは可能か。
・防犯対策は、自分達が補助錠や防犯カメラを設置するなどの一人一人の意識が大切である
が、これらの防犯対策グッズを購入するために、市から補助をしてほしい。
・山方地域センターの竣工を楽しみにしており、現在の見通しと今後の予定を知りたい。

市 民 の み な さ ま か ら 意 見 や 要 望 等

 〈文教福祉常任委員会所管に関する内容〉
・常陸大宮済生会病院は、夜間診療は専門医が不在の場合もあり、適切な処置をしてもらえ
ないので、産婦人科の誘致を含め、医療を充実させてほしい。
・市内の小中学校における児童生徒数設置や複式学級設置の基準やルールはあるのか。
　今後の小中学校の統廃合の予定はあるのか。
・スクールバスの利用について、乗車できない児童生徒の理由を知りたい。
・介護予防のスクエアステップ用マット購入費用等の助成を検討してほしい。
・民生委員の負担が大きいので、負担軽減してほしい。

 〈経済建設常任委員会所管に関する内容〉
・常陸大宮駅周辺整備に伴う道路の通行止めについては、迂回路を事前に確認したうえで実
施してほしい。
・道路に木がはみ出している箇所は通行する際危ないので、伐採してもらいたい。
　市は、実際に被害が起きないと対応してくれないと感じている。
・子育て支援住宅を建設しているが、学校や商店に近い場所にしない限り定住に結びつかな
いと感じている。建設する場所の選定理由と入居する為の条件を知りたい。
・四季彩館は、御前山地域の住民にとって健康増進施設なので、赤字でも存続すべきと考え
ている。ぜひ今後も施設を継続してほしい。
・若い農家の方が、市内でどのように稼いでいけるのかシミュレーションをする必要がある
と感じている。
・イノシシが決まった場所に出没している。タヌキやハクビシンが野生化しているのでなん
とかしてほしい。
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会場アンケート
開催日時及び時間帯について

開催方法に関するご意見

意見交換をすることはできたか

活動報告の時間配分について 意見交換会の時間配分について

意見交換会のテーマについて アンケートでいただいた参加者の声

　議会報告会において、参加された方か
らいただいた意見・要望等については、
議長・副議長が市長へ提出しました。

若い人の意見
を聞きたい

（左から）鈴木市長、岡﨑副議長、大貫議長

報告会を終えて

空き家対策を
進めてほしい

暮らしやすい
環境整備を
してほしい

適切である適切である
44.4％44.4％

適切でない適切でない
18.1％18.1％

どちらとも言えないどちらとも言えない
25.0％25.0％

無回答無回答
12.5％12.5％ 十分できたと思う十分できたと思う

16.7％16.7％

できた方だと思うできた方だと思う
61.1％61.1％

その他 その他 0％0％
発言する機会がなかった発言する機会がなかった

5.6％5.6％
あまりできなかったあまりできなかった

8.3％8.3％

無回答無回答  8.38.3％％

ちょうどよいちょうどよい
66.7％66.7％

短い短い
11.1％11.1％

無回答無回答
18.0％18.0％

長い 長い 
4.2％4.2％

長い 長い 
6.7％6.7％

ちょうどよいちょうどよい
80.0％80.0％

短い短い
13.3％13.3％

よかったよかった
62.5％62.5％

よくなかったよくなかった
4.2％4.2％

どちらとも言えないどちらとも言えない
23.6％23.6％

無回答無回答
9.7％9.7％

　市民の方から意見・要望は、今後、所管の各
常任委員会において、調査・研究を進めていき
ます。貴重なご意見ありがとうございました。

議会広報第83号17



定例会期間中以外も、
さまざまな調査や審査を

行っています！

閉会中の委員会の活動

議 会 運 営 委 員 会 総 務 常 任 委 員 会

文 教 福 祉 常 任 委 員 会 経 済 建 設 常 任 委 員 会

５月 28日
○市道路線の認定等に係る常任委員会付託
について
○第２回常陸大宮市議会定例会について

６月 19日
○第３回常陸大宮市議会定例会会期日程
（案）について

５月 23日
○防災対策全般について
　・常陸大宮市原子力災害広域避難訓練の
　　概要
○生活環境等について
　・ごみの出し方
　・大宮地方環境整備組合環境センター
　　改修工事に伴う今後の変更点

５月９日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・生活保護について

５月８日
○常陸大宮駅周辺整備事業について
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・子育て世帯向け住宅整備事業

常陸大宮駅周辺の現地踏査
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議 会 来 訪

佐賀県鳥栖市議会  議会運営委員会（７名）

期　　　　　日：令和７年５月２１日
視　察　事　項：「執行部におけるタブレットの活用方法について」
担当した課（局）：総務課、議会事務局
主　な　内　容：議会及び執行部のタブレット端末、関連システムの導入経緯、活用状況、運用体制、
　　　　　　　　費用、セキュリティ対策、ペーパレス化による効果などについて

議 員 表 彰
　全国市議会議長会より、永年にわたり市政の振興に努められた功績に対して、４名の議員

に表彰状が授与されました。

【正副議長４年以上】　　武石　寿長　議員

【１０年以上】　　　　　冨山　和男　議員

　　　　　　　　　　　三次　弘史　議員

　　　　　　　　　　　岡﨑　欣也　議員

　茨城県市議会議長会より、地方自治の伸張発展及び市政貢献の功績を称え、議員に表彰状

が授与されました。

【正副議長４年以上】　　武石　寿長　議員

常陸大宮市議会議長あいさつ 鳥栖市議会運営委員長あいさつ
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月日 曜 会　議 内　　容

9月2日 火 本会議 開会、議案説明
3日 水 休　会 議案調査
4日 木 休　会 議案調査

5日 金 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑、委員会付託
補正予算

8日 月 休　会 議案調査
9日 火 休　会 議案調査

10日 水 本会議 一般質問
11日 木 本会議 一般質問
12日 金 常任委員会
16日 火 常任委員会
17日 水 常任委員会
18日 木 予算決算常任委員会 決算審査
19日 金 予算決算常任委員会 決算審査
22日 月 休　会 議案調査

  24日 水 本会議 委員会審査報告、質疑
討論、採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

第３回定例会会期日程（予定）

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

市内に居住され、（有）ウェアウッドワーク
を開業して木漆工芸や注文家具等の製作を
行っています。

まちかどから…まちかどから…
木漆工芸家　辻　徹 さん （茨城工芸会会長）

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp

議会を傍聴してみませんか？

インターネット中継

表紙のことば

傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議会
事務局）において、先着順により交付します。
傍聴人の定員は３０人です。定員を超えた場
合は、４階傍聴人ロビーのモニターでご覧い
ただけます。

（第２回定例会の傍聴人は延べ２５人でした。
 ライブ配信視聴者は延べ３０５人でした）

ライブ配信は、本会議開催時のみご覧
いただけます。録画配信は、本会議開
催日の概ね１週間後からご覧いただけ
ます。

大宮小学校３年生が社会科学習の一環として議場
見学を行いました。社会科見学のため、着帽して
います。
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